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港 新 聞 産業・地域の話題平成 年（ 年） 月 日 土曜日 第 号 （ ）産業・地域の話題

市岡元町の
前田機械

◆

メ
リ
ッ
ト
に
注
目

世
界
環
境
デ
ー

の
七
月

七
日
。
同
社
で

本
社
工
場
社

屋
全
照
明

化

披
露
の

催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
特
に
注
目
を
集
め
た
の
が

コ
ス
ト
減
＋
環
境
貢
献

と

い
う

ダ
ブ

メル

リ
ッ
ト

で
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
推
進
役

と
な
っ
た
前
田
博
社
長

と

化
さ
れ
た
工
場
照
明
を
示
す
前
田
社
長

と
渡
辺
総
務

渡
辺
光
弘
総
務

に
訊き

き
ま

し
た
。

◆
顕
著
な
コ
ス
ト
減
効
果

ま
ず
、
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
、

コ
ス
ト
減
効
果
は
ど
れ
ほ
ど
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。

同
社
資
料
に
よ
る
と
、
工
場

の
天
井
照
明
の
場
合
、
従
来
の

水
銀
灯
で
は
一
時
間
あ
た
り
消

費
電
力
は
四
八
〇
〇

で
し
た

が
、

化
後
は
九
二
〇

（
二
〇

）
に
。
同
様
に
事
務

所
は
蛍
光
灯
の
時
の
五
〇

。

ト
イ
レ
は
一
七

。
全
施
設
ト

ー
タ
ル
で
は
二
六

に
激
減
し

ま
し
た
。
つ
ま
り

照
明
に
か

か
る
コ
ス
ト
は
四
分
の
一
に
な

市
岡
元
町
の
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
前
田
機
械

が
六
月
、
中
小
企
業
で
は
世
界
で
初
め
て

と
さ
れ
る

社
屋
全
照
明
の

（
発は

っ

光こ
う

ダ
イ
オ
ー
ド
）化

を
実
現
し
ま
し
た
。

世
界
的

な
省
エ
ネ
化
の
中
で
港
区
か
ら
環
境
問
題
へ
の
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

未
曽
有
の
不
況
の

中
で
大
阪
の
中
小
企
業
の
健
在
を
示
し
た

と
区
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

っ
た
（
前
田
社
長
）
の
で
す
。

そ
れ
で
も
設
置
費
用
が
高

い
の
で
は
？

と
の
疑
問
に
対

し
て
は
、

一
台
の
設
置
費
は

二
万
数
千
円
で
す
。
が
、
い
っ

た
ん
設
置
す
れ
ば
理
論
上
四
万

時
間
は
持
つ
の
で
、
一
日
十
時

間
使
う
と
し
て
十
数
年
は
持
ち

ま
す
。
つ
ま
り
設
置
費
は
四

五
年
で
取
り
返
せ
る

と
い
う

こ
と
で
し
た
。

◆
地
球
環
境
に
も
優
し
い

メ
リ
ッ
ト
の
二
つ
目
は
環

境
貢
献
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

同
社
の
全
照
明
に
使
う
電
力

使
用
量
が
年
間
四
五
〇
五
七

時
か
ら
一
一
八
二
八

時

へ
四
分
の
一
に
減
少

同
様
に

２
排
出
量
は
年
間
約
一
六

か
ら
約
四

へ
四
分
の
一
に

減
少

蛍
光
ガ
ス
や
水
銀
が
全

廃
さ
れ
た
こ
と
で
環
境
有
害
物

質
が
消
滅

十
年
以
上
交
換
不

要
な
の
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
回
数

と
産
業
廃
棄
物
が
大
幅
に
削
減

な
ど
の
事
実
を
示
し
、
納
得

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
機
能
面
の
メ
リ
ッ
ト
も

こ
れ
ら
に
加
え
て
、

本
体

に
ガ
ラ
ス
を
使
わ
な
い
の
で
割

れ
ず
に
安
全

使
用
温
度
の
基

準
が
マ
イ
ナ
ス
三
〇

プ
ラ
ス

四
〇
度
な
の
で
冷
凍
倉
庫
・
冷

凍
ケ
ー
ス
等
に
も
利
用
可
能

機
種
に
よ
っ
て
は
厚
さ
が
僅わ

ず

か

八

ほ
ど
の
も
の
も
あ
り
床ゆ

か

や

壁
面
等
の
デ
ザ
イ
ン
照
明
へ
の

応
用
が
可
能

ほ
と
ん
ど
の
虫

が
寄
り
に
く
い
の
で
灯と

う

具ぐ

が
汚よ

ご

れ
な
い

日
焼
け
す
る
紫
外
線

を
発
生
し
な
い
の
で
美
術
品
や

文
化
財
等
の
照
明
に
有
効

ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
す
ぐ
点つ

く

発
熱
が
低
い
の
で
触
れ
て
も

安
全
（
し
か
も
周
り
の
冷
房
機

へ
の
負
荷
が
低
減
）

な
ど
機

能
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

◆

環
境
憲
章

掲
げ
て

同
社
は
明
治
二
十
六
年
創

業
。
高
い
技
術
力
で
日
本
の
産

業
界
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
大
型
の
金
属
精
密
切
削

加
工
に
主
力
を
注
ぐ
と
共
に
、

自
然
と
科
学
文
明
と
の
共
生
な

ど
を
謳う

た

っ
た

環
境
憲
章

の

も
と
、
環
境
保
護
に
も
社
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の

化
は
そ
う
し
た
取

り
組
み
の
中
で
決
定
さ
れ
、
現

場
と
の
周
到
な
打
ち
合
わ
せ
を

経
て
実
現
し
た
も
の
で
し
た
。

◆
中
小
企
業
を
元
気
づ
け

中
小
企
業
で
は
世
界
初
と
さ

れ
る
今
回
の
社
屋
全
照
明

化
。
そ
の
意
義
は
、

地
球

環
境
へ
の
貢
献
を
港
区
か
ら
ア

ピ
ー
ル
し
て
区
民
を
元
気
づ
け

た
こ
と

日
本
の
も
の
づ
く
り

拠
点
と
い
わ
れ
な
が
ら
不
況
に

沈
む
大
阪
の
中
小
企
業
を
実
際

の
行
動
で
元
気
づ
け
た
こ
と

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

前
田
機
械
株
式
会
社

市
岡

元
町
二

三

二
八
、

六
五

八
二

五
〇
一
〇
、

事
務
所

も
ト
イ
レ

も
全
て

照
明
に

ア
ジ
ア
に
井
戸
を

弁
天
で
異
色

の
イ
ベ
ン
ト

簡
素
な
野
菜
雑ぞ

う

炊す
い

を
食
べ
、

売
上
（
一
杯
五
百
円
）
と
材
料

費
の
差
額
を
ア
ジ
ア
の
井
戸
建

野
菜
雑
炊
を
食
べ
て
ア
ジ
ア

に
井
戸
を
贈
ろ
う

と
催
さ
れ

た

大
阪
ぞ
う
す
い

の
会

参
加
の
皆
さ
ん

７
月

４
日
、
弁
天
２
の
上
行
寺
で

設
に
あ
て
よ
う

と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト

大
阪
ぞ
う
す
い
の
会

が
七
月

四
日
、
弁
天
二
丁
目
のじ

上ょ
う

行ぎ
ょ

寺う
じ

で
開
か
れ
ま
し
た
。
主
催
は

ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友

の
会（

）。

雑
炊
は
参
加
者
の
手
で
作
ら

れ
、
最
後
に
新
鮮
な
毛け

馬ま

き
ゅ

う
り
（
大
阪
市
な
に
わ
伝
統
野

菜
生
産
者
協
議
会
の
松
本
隆
さ

ん
提
供
）
の
ぬ
か
漬づ

け
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
す
る
と
味
が
し
ま
り
、

お
い
し
い
！
と
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
食
卓
を
囲
み

な
が
ら
、
ア
ジ
ア
各
地
で
活
動

す
る
同
会
ス
タ
ッ
フ
・
横
山
浩

平
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◆

年
間
で
１
３
６
３
基

そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
で

は
川
や
溜た

め

池い
け

の
水
を
飲
む
し
か

な
い
子
供
た
ち
が
感
染
症
の
た

め
、
今
も
一
日
六
千
人
の
ペ
ー

ス
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
同
会

は

ア
ジ
ア
に
命
の
水
（
井
戸
）

を
贈
ろ
う

と
一
九
七
九
年
に

活
動
を
始
め
、
生
活
支
援
・
教

育
支
援
か
ら
植
林
な
ど
に
も
運

動
を
拡
大
。
こ
の
三
十
年
間
に

提
供
し
た
井
戸
は
一
三
六
三

基
、
校
舎
一
〇
〇
棟と

う

、
ト
イ
レ

一
五
〇
九
基
、
樹
木
二
一
二
万

本

に
の
ぼ
り
ま
す
。

参
加
者
は
雑
炊
に
舌し

た

鼓つ
づ

をみ

打

ち
な
が
ら
こ
う
し
た
話
に
耳
を

傾
け
、

食
卓
か
ら
の
国
際
協

力

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

同
会
で
は

国
際
交
流
、
貧

困
撲ぼ

く

滅め
つ

な
ど
に
興
味
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い

と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
九
月
に
は
淀

川
水
系
を
上
流
か
ら
三
日
に
分

け
て
歩
き
通
す
チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ

ォ
ー
ク

水
の
旅

を
予
定
。

ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の

会（

）
西
区
江
戸
堀

一

二

一
六
山
下
ビ
ル
四

階
、

六
四
四
四

〇
五
八
七

羅
針
盤
製
作

大
航
計
器
に
大
臣
表
彰

多
年
に
亘わ

た

り
国
土
交
通
行

政
に
貢
献
し
た

と
市
岡
元
町

の
羅ら

針し
ん

盤ば
ん

製
作
会
社

大だ
い

航こ
う

計
器
製
作
所
が
今
年
の
海
の

日

海
事
関
係
功
労
者
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
海
運
、
船

舶
、
船
員
な
ど
海
事
関
係
各
分

野
の
百
六
十
六
名
・
四
十
六
団

体
。
同
社
は
こ
の
う
ち
統
計
調

査
分
野
。

ど
こ
の
国
へ
、
ど

ん
な
タ
イ
プ
の
羅
針
盤
を
、
何

台
納
め
た
か

の
情
報
を
、
数

年
前
か
ら
定
期
的
に
同
省
へ
提

供
し
て
き
た
こ
と
が
、

統
計

調
査
の
趣
旨
を
理
解
し
、
正
確

か
つ
迅じ

ん

速そ
く

な
報
告
に
努
め
た

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
に
東
京
で
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
、
鴻こ

う

野の

浩
社
長

が

出
席
。

円
高
の
た
め
忙
し
く

て
も
利
益
が
な
い
状
況
で
す

が
、
表
彰
を
励
み
に
、
船
の
安

全
を
守
る
た
め
、
従
業
員
と
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
切
っ
て
い
き

た
い

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

迅
速
・
正
確
な
報
告
活
動
で
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
け
た

大
航
計
器
製
作
所
の
鴻
野
社
長

■

み
な
と
麻
雀
大
会

盛
況

認
知
症
予
防
や
生
き
が
い

づ
く
り
に
効
果
が
あ
る

と
数

年
前
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る

麻マ
ー

雀ジ
ャ

。ン

そ
の
愛
好
者
に
よ
る
港

区
で
の
年
間
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

み
な
と
麻
雀
大
会

が
八
月

三
日
、
磯
路
の

マ
ー
ジ
ャ
ン

ひ
ろ

で
開
催

写
真
。
港
区

麻
雀
業
組
合
（
竹ち

く

馬ば

進
会
長
）

主
催
。
三
十
三
回
目
。
九
卓
を

囲
み
、
八
十

三
十
歳
代
の
男

女
三
十
六
人
が
四
回
戦
。
数
時

間
に
亘わ

た

る
知
的
な
駆
け
引
き
の

末
、
優
勝
は
中
沢
年
夫
さ
ん

（
築
港
）
、
準
優
勝
は
面め

ん

谷た
に

裕
之
さ
ん

（
三
先
）
、

三
位
は
宇
野
律
子
さ
ん

（
弁
天
）
。
飲
酒
も
喫
煙
も
な

く
、
競
技
前
に
は
互
い
に
挨
拶

し
合
う
な
ど
、
健
康
的
な
雰
囲

気
が
印
象
的
だ
っ
た
。

■
海
の
写
真
コ
ン
で
古
住
さ
ん

が
準
特
選

海
の
日

を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た

第
三
十

一
回
海
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

（

近
畿
海
事
広
報
協
会
主
催
）

で
、
港
区
の
古ふ

る

住す
み

和
彦
さ
ん
の

作
品

黄
金
の
大
阪
港

が
準

特
選
（
な
に
わ
の
海
の
時
空
館

長
賞
）
に
選
ば
れ
た
。
応
募
七

百
四
十
一
点
中
、
入
賞
は
四
十

二
点
。
展
示
は
九
月
二
十
七
日

ま
で
な
に
わ
の
海
の
時
空
館

で
（
地
下
鉄
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア

駅
歩
七
分
、
休
館
日
あ
り
）。

■

大
阪
人

が
港
区
特
集

大
阪
の
歴
史
・
文
化
・
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
月
刊
誌

大

阪
人じ

ん

九
月
号
（
大
阪
市
都
市

工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
発
行
、
八

月
一
日
か
ら
発
売
中
）

写
真

が
港
区
特
集
。
港
区
物
語

と
題
し
、
海
遊
館
（
海
岸
通
）
、

水
上
消
防
署
（
同
）
、
天
保
山

渡
船
（
築
港
）
、
唯ゆ

い

称し
ょ

寺う

（
夕

凪
）
、
三
先
天
満
宮
、
地
ビ
ー

ル
レ
ス
ト
ラ
ン

地
底
旅
行

（
南
市
岡
）
、
大
衆
食
堂

赤あ
か

丸ま
る

食
堂

（
磯
路
）
、
羅ら

針し
ん

盤ば
ん

製
作

大
航
計
器
製
作
所
（
市

岡
元
町
）
、
演
劇
・
出
版
の

グ
ル
ー
プ

（
波
除
）
な

ど
港
区
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

な
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。


